
代表、吉田律子さん（右）とお話上手なおかあさん

左端はサンガ岩手を切り盛りする川原畑さん

　祝田シズさん 82 歳（川原畑さんのお母さん）を

はじめ約 10 名のメンバーの方にいろいろなお話を

うかがいました。

　私達メンバーは、岩手湾岸地区障がい者を支援

する会の山崎耀樹さんを交え、風のパピヨンのメ

ンバーの方々とどのような支援や対応を希望して

いるか等の聞き取りを行いました。

今回お話を伺ったお母さん達は海の仕事もしてい

ます。“海は女の手も必要 ”と話されます。

支援の物資も納得する素材で作りたい。大槌では

売ってないから・・・と盛岡へ糸や材料を買いに

行かれる方もいらっしゃいます。

・現状すぐにでもアドバイスを受けモノづくりを行っていきたい。

　今回鹿の子生地、ポリエステルニット生地が大量にあり何か作りたい。

　エプロンを作ったがアドバイスを欲しい・・・など。

・素材の良いもの、作りやすい素材の希望。

・豊かな自然と地元を生かした素材での製品作り。

　例えば、ネコヤナギ（べこっこ・仏さんへ芯を供える）を育ててその皮で何か作れ

　ないか？

　草木染めとして特徴のある素材はないか？（雲丹染め？）

　からむし、イタドリ、桑の木などが候補として上がる

　山取りは難しいため、地元（この地方特産）として栽培も視野にいれ、栽培できる

　ものを目指すことも大切。

・地元で栽培して素材として東京など都会で販売する。

　ウリハダカエデ（材は柔らかく、楊枝やかごを作る材料として高くで売っている）

　サルナシ・コクワ（福島県玉川村ではサルナシのドリンクやジャムも販売）

サンガ岩手への支援として、懇談の中で出された意見
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ヒントになったさかな


